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第６１回創玄展二科 成績発表  
【主 催】公益社団法人創玄書道会 

【後 援】文化庁／東京都／毎日新聞社 

          本校は書道部員が出品 

   

    二科賞     2年 遠藤千怜 

 

準二科賞     ２年 山田怜奈  1 年 今福怜来 

 

入選      3 年 宍戸叶羽 

2年 坂田満優 齋川万結 畔原佳子 嘉屋結以那  

   佐久間天音 前野夏歩 深山野々 畑中志織 

   田畑亜音 野中萌衣 

1年 中村悌虎 大友琴乃 

驚喜と感謝     

      2年 4組 遠藤千怜 

 この度は二科賞をいただき、あり

がとうございます。今回の結果が届

いたときは大変驚きました。高校入

学とともに、書道を始めて 2年、こ

のような結果を出すことができた

のは部活の顧問である小野先生の

日頃からの温かく丁寧なご指導、そ

して部員や家族からの支えがあっ

たからこそだと感じております。支

えてくださったたくさんの方々に

深く感謝申し上げます。これからも

書道を楽しみながら、より良い作品

を生み出せるように日々精進して

いきたいと思っております。（書道競

書誌『天彗』ＮＯ580 に掲載される文章で

す。） 

創玄展までの日々   

2年 2組 山田怜奈 

 昨年の 2月、初めて創玄展二科で入賞している人の作

品を見て、筆使いや迫力に圧倒されました。その日から

今までの一年間、自分と同じ古典を書いている人の作品

の良いところを真似して書いてみたり、自分なりに筆使

いを練習したり、原本を見てとめ・はね・はらいや入り

などを分析したりしました。その結果、準二科賞とるこ

とができたとても嬉しいです。ご指導してくださった先

生方、本当にありがとうございました。 

努力は報われた   

1年 3組 今福怜来 

 私は今回創玄書道展に初めて出品しました。1 日に 3

枚しか書くことができなかったため自分が納得できる

作品ができるまで週に 2，3 回活動しました。先生から

アドバイスをもらい、書いていて苦手と思った文字を中

心に何回も練習しました。そのうちに納得のいく作品が

何枚も書けるようになりました。今まで努力してきたこ

とが報われ本当にうれしいです。 
この展覧会は入選率が低い、一般対象の

公募展です。その中でこの結果は取り組み

の成果が出たのではないでしょうか（顧問） 


